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株式会社TRIB（本社：東京都中央区、代表取締役社長：髙部忠雄、以下、当社）は、2021年2月の国立

研究開発法人日本医療研究開発機構の公募事業※1によって開発された、全自動多検体処理PCR検査装置

（以下、当該検査装置）の稼働を開始します。当該検査装置は、純国産の検査装置・試薬・消耗品での

検査体制構築を目的とし、大量処理（13,000検体/日）を高感度に且つ24時間稼働で実施することがで

きる国内唯一のPCR測定装置です。 

当社では、当該検査装置の運用、管理によって将来のパンデミックに備えた検査体制を整備すると共

に、まずは喫緊の課題である新型コロナウイルスの第9波（EG.5 通称「エリス」、BA2.86 通称「ピ

ロラ」）で急増する感染者への検査業務に万全を期してまいります。 

※1 ウイルス等感染症対策技術開発事業 早期・大量の感染症検査の実現に向けた実証研究支援：多検体検査を可能にする次世代型オ

ートメーション技術を利用した画期的な新型コロナウイルス検査法の確立 

 

■当該検査装置の開発経緯 ________________________________________________  

2021年当時、新型コロナウイルスは世界的規模で第３波が流行し、我が国にとって大量の検体検査と

処理時間の短縮を両立する検査システムの開発、さらに検体リソースを海外に依存しない体制構築は急

務でした。こうした背景を元に、同年、国立研究開発法人日本医療研究開発機構はCOVID-19関連研究

公募を実施し、純国産多検体PCR処理装置の開発プロジェクトがスタート。学校法人北里研究所、東洋

紡株式会社、株式会社椿本チエインの３者の技術を融合したプール法※2を採用した全自動の多検体検

査システムの開発に至ります。※2 感染症の検査手法の一つで、特に新型コロナウイルス（COVID-19）のような感染

症の大規模なスクリーニングを効率的に行う際に活用される方法 

【当該検査装置の特長】 

・シングル法もしくはプール法による多検体検査（検体処理能力は最大13,000検体/日） 

・24時間稼働可能な全自動検査システム 

・純国産の検査装置・試薬・消耗品での検査体制 

 

■第9波に対応したPCR検査事業（検査センター向け 検体集約・再受託事業） _____________  

新型コロナウイルス感染症が5類に移行してから、抗原定性検査が主流となり、PCR検査数は大幅に減

少しました。しかし、昨今の第9波の拡大に伴い、PCR検査の依頼が再び増加しています。 

各所の検査センターでは、不安定な検体数発生に対応する人員体制・測定環境の維持が大きな経営課題

となっています。当社では、全国の検査センターを対象にPCR検査の受託業務を行うことで、各センタ

ーが抱える検査事業の安定性・継続性を支援いたします。 

※全国の医療機関からの検体受託も承ります。 

【検査センター向け 検体集約・再受託事業の特長】 

・検査センターが受託したPCR検査を当社の所沢ラボにて再受託 

・検体受付は365日24時間体制。初検報告時間：検査開始後4時間で報告 
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－ 新型コロナウイルス第9波の拡大、来たるパンデミックへの備え － 

純国産・全自動PCR検査装置、TRIB社で実働開始 

本リリースに関するお問い合わせ 

株式会社TRIB 生命情報医学研究所 所沢ラボ 

広報担当：半田 真澄   

 

〒359-0024埼玉県所沢市下安松1510-3  

TEL：04-2937-6966  

web：https://trh-trib.co.jp    
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※全自動多検体処理PCR検査装置 

※TRIB会社外観 


